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１、台風で屋根や雨戸が飛んだら、被害は自分の家だけでは済まない

【外壁からの雨漏り】

風が強い台風が来た翌日の依頼で多いのが、屋根の棟板金や雨戸が強風によって、

外れて飛んでしまったというものです。 ・外壁のひび割れやシーリングの劣化部分からの雨漏り（ひと昔前のサイディングは表面からの釘止めが多いのでひび割れが多い）

棟板金とは、屋根の山になった部分を押さえる金属の板のことで、台風の被害に ・バルコニーや庇の取り付け部分の劣化や、不良工事による雨漏り（庇屋根部分の板金が腐食しているケースが多い）
遭いやすい部位です。外れてぶらぶらしているくらいならまだしも、強風で飛んでいき、

お隣の家の窓ガラスを割ってしまった、車にぶつかってしまったなど、 ・サッシ取り付け部周囲の劣化や、不良工事による雨漏り（サッシ枠の廻りに防水テープを貼り外壁を取付するのが一般的ですが、

周囲に被害を与えてしまうこともあります。 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防水テープが施工されていない場合がる）

棟板金は、通常、貫 （ぬき）という木材に釘で留めてありますが、その貫が腐食してしまうと、釘がゆるゆるになり、 ・電線などを通すための壁に開けられた穴からの雨漏り（配線と壁取り合いにシーリングがされていないか、劣化している）
ちょっとした風でもすぐに抜けて外れてしまいます。また瓦屋根の場合は、瓦の取り付けが緩んでいると、瓦そのものが

風で飛ぶことがあり、とても危険です。

屋根はどんな材料で葺かれていても、10年毎には定期的な点検を受け、都度、腐食や緩みのメンテナンスを行っておきましょう。 台風後は、家の中に雨水の染みがないか、軒先に黒い汚れのような染みができていないかなどを、よくチェックしておきましょう。
また屋根と同じく、外壁も10年毎に点検しておくことで、このような被害を防いでいくことができます。

雨戸は、レールが歪んでいたり、腐食していたりすると、外れやすくなります、毎日の開け閉めの際に、

歪みやガタツキをチェックし、ゆるんでいると感じたら事前に修理をしておくようにしましょう。 ３、雨どいは地味でも家を守る大切な存在、外れたら早めに修理を  

２、台風の雨漏りは屋根からするとは限らない、壁面もしっかり見ておく 台風後の依頼の中には、雨どいに関するものも多くあります。屋根に沿って取り付けられた

台風後に多い依頼と言えば、雨漏りですが、普段とは違う台風ならではの

雨漏りが発生することがあるので、注意が必要です。 もともと雨どいは目立たない存在のせいか、歪んだまま放置されている家をよく見かけますが、

屋根の雨水を集めて流すという大切な役割があり、この機能がきちんと働いていないと、

台風時は強い風が吹き付け、巻き上げることによって、普段は掛からない 外壁や基礎、土台回りの腐食を早める原因になってしまいます。

場所にも雨水が掛かります。そして吹き付けた雨は、外壁やサッシ周りなど、

家の各所から侵入し、雨漏りとなります。 台風後は、雨どいがしっかり家に取り付いているかをチェックしておきましょう。取り付け金物が緩んでいると、
　　　台風では、普段はかからない部分にも 強い風で外れてしまいます。
　　　雨が吹き付けられるため、 屋内に入ってきた雨水は、家の構造部分を伝わって流れるため、経路が見えにくく、
　　　窓の周囲から雨漏りすることもある。 雨漏りしている部分の近くに発生源があるとは限りません。実際にあったケースで、 また雨どいの詰まり、ひびわれ、傾き、ねじれなどがあると、正常に水を流すことができなくなります。

家の中に垂れてきていないので安心していたら、入り込んだ雨水が屋外の軒先に 周囲に樹木が多い場合は、枯葉よけのネットを取り付けておくといいでしょう。

流れ出ていたため気付かず、気付いた時には屋根の構造部分がすっかり腐食してしたことがありました。

ただし、雨どいは高所にあるため、自分でメンテナンスを行なうのは大変危険です。雨どいの工事を行う際は、

雨水の侵入箇所として、見掛けることが多いケースをいくつか上げておきます。 足場が必要になりますので、外壁塗装など足場を掛ける際に、雨どいのメンテナンスも一緒に行なっておくと安心です。 

【屋根からの雨漏り】

いかがでしたか？台風直後はリフォーム業者も

・瓦、板金、シーリングなどの経年劣化による雨漏り（長年にわたる瓦のずれや、止め釘、銅線の腐食など） 大忙しになり、すぐに修理に来てもらうのが難しい
こともあります。事前にチェックを行ってできるだけ

・以前に行った増築部分との取り合い不良による雨漏り（特に水切りの施工不良や、シーリングの劣化など） 被害を小さく抑える工夫をしておきましょう。

・谷樋の腐食（特に銅版の材質やステンレス以外の板金）による雨漏り また台風や竜巻、突風による被害から身を守るために、
日頃からの備えを忘れないでおきましょう。 　*毎月皆様の暮らしのお役立ち情報をお届けしています。

・瓦棟、壁取り合いの漆喰の剥がれによる雨漏り（地上から目視確認できます、色が白く無い） 　何かお気付きの事や知りたい事などございましたらいつでもご遠慮なく
　お申し付け下さい。
　皆様のご意見ご感想を元にお役に立てれば幸いです。

HPのお問合せはこちらから

今月は、台風後は大混雑、依頼が急増するリフォームについてお届けします。

台風の翌日になると、電話が鳴りっぱなしになるほど緊急の依頼が増え、リフォーム業者は大忙しになります。屋根が飛んだ、雨
漏りが止まらないなど、急いで対処が必要なケースが多いのですが、一斉に依頼が集中するため、混みあって工事が追い付か
ず、そうするうちに次の台風が来てしまう、というようなことも少なくありません。今回は、台風や大雨後に依頼が急増する修繕部位
と、それらの被害を防ぐためのチェックポイントをご紹介します。

・屋外の照明器具から電線を伝わっての雨漏り（照明器具のカバーを外すと、配線と壁穴にシーリング又はパテが施工されていない）

軒樋がゆがんだ、雨水を流す縦樋が外れた、詰まって水があふれて水浸しになったなどの依頼です。
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